艋舺埋立地紀念碑文
江瀕街外十三街は淡水川に添ひ地勢低卑汚水停滞する為め蚊族滋蔓風土病発生し常に地方衛生上の患を為す一旦豪雨在れば河水氾濫田廬倶に没し延て臺北市街に及び惨害最も拒なり原任廳長井村君區業を立て之が修理を決す加福君其の後を承け之を施行す其の工土砂を水陸便宜の地に取り全地盤を高厚ならしむるに在り水面故有り中止し専ら陸地に依る先づ鐵道三哩餘を敷設し貨車九十餘台を購入する等頗る巨費を要す皆街區の負擔に係る工事は一に澤井組に委託し廳吏之を董す大正三年十月に初め六年五月に竣る金を糜すること四十四萬九千余圓地面積十一萬二千餘坪標高二十一尺従前に比すれば平均高八尺一寸有奇是に於て向の沮洳汚莱の地坦然曠土となる因て地区を測量し業主権を分合し道路を開き街衢を定め今年五月其の事を終え井然市街地を形成せり咸曰く是れ獨り街民の楽土たるのみならず亦實に臺北市區の慶なり余現任に在り後事を整理し其の成功此の如く大なるを嬉び茲に其概を記し以て来茲に告ぐと云ふ　　　　　　　　　　　　　
　　                         大正八年五月
　                          臺北廳長従五位勲五等　富島元治
史料考據：
日日新報，大正九年一月七日「埋立地の紀念碑」
臺北市西門國小前身壽小三十期生丸本惠三先生整理
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